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卒業時点でのカリキュラム評価調査結果：平成19年度卒業生対象
－「大学での学びを通して、あなたはどのように成長したと思いますか」に対する回答
	【カテゴリー】及び記述内容（一部抜粋）

	【看護生涯学習者としての成長】

・自分でやりたいことや、課題を見つけ、自分なりに進んでいく方法を身につけられたように思います。
・自分自身で進んで学びを深めようと努力したこと。

・漠然と看護師になりたいという思いで入学したが、学んでいくことによって、看護師として人の命に関わるのだということに、とても自覚を持つことができるようになり、もっと学んでいきたいと思うようになった。
・大学での学習をスタートとして、これから継続して学んでいきたいし、社会に役立てる存在になっていきたい。

・専門職として、人として、もっともっとたくさんのことを吸収したいと思うようになった。
・常に目標を持って、自分を高めていきたいと思う。
【人間関係形成・コミュニケーション能力の向上】

・観察力と、問題に気がつく力がついたと思う。あと、人との接し方を考えながら行うようになった。

・『人間』についてよく考えるようになり、人との接し方について学んだ。
・看護師は人と人とのつながりの職業と思うので、学生同士の人間関係や、グループワーク等を通して自己の対人関係の持ち方、傾向を振り返らざるをえない環境は有意義だと思う。
・物の考え方、人への接し方、自分のあり方など、対人関係やコミュニケーションの基本となるところを学ぶことができ、人間的に成長したと思います。
・自分の意見や考えを相手に伝えられるようになった。

【看護専門職としての自覚と成長】

・人間的にも成長できたし、（思いやり、協調性など)看護を行う者としても、知識・技術を獲得し、成長できたと思う。

・看護とは何か、という問いに自分なりの答えを出すことができたと思います。

・自分の短所と長所に気づける人間になれたと思います。社会人として、専門職者としての責任や自覚を持った人に少しは近づけたのではないかと思います。

・入学前は「看護」ってどんなものかよく分からず、ただのあこがれのようにしか感じていなかった。しかし4年を通して、4年前に分からなかったことがたくさん分かるようになっている自分がいるなぁと感じる。

・何も看護のことについて知らなかった私が、実習、学習などを通し、患者さんと接し、看護を展開し、技術を提供できるように少しずつ成長したと思います。

・健康や疾病に対する理解や看護の役割や必要性について学ぶことができ、考え、実践する力を身につけることができたと思います。

・入学時、看護師にそんなになりたくないと思っていましたが、実習を積むにつれて、看護が楽しくなり、今は看護師への道を選んでよかったと思っています。

【人間的な成長：自己理解】

・自分の短所から目をそらさず、改善していこうと思えるようになった。

・体の面では、自分自身の体調管理や、メリハリのある生活を送ることができるようになったと思う。心の面では、自分の弱いところを見つめたり、そのような自分への対処法、ストレス発散法が分かるようになった。

・対象理解を学ぶことを通して、自分の価値観、思考パターンなど、自己理解を深めた4年間だったように思う。

・自分のことだけでなく、周囲のこと、状況を把握する力がついた。そして自分のことも客観的に見られるようになったのではないかと思う。

・看護を学んで行き、人を相手にケアしていくことで、自らを見つめ直すことができた。

・「友人や家族等、多くの人に支えられて今の私がある」と実感できるようになった。
・精神的に強くなったと思う。

・先を見通して行動すること。根拠を持って行動することができるようになったのではないか。

・時間をうまく使えるようになった。

【多様な経験を通しての人間的な成長】

・たくさんの先生やクラスメイトと出会い、授業以外にも学んだことは多くあり、1つの人生経験になったと思う。

・様々な人に触れることができ、様々な経験をすることができた。
・この学校では、実習などで、いろいろな職種の人や先生方と接することができ、とてもいい経験をさせてもらいました。私にとって出会った患者さんもたくさんの事を教えてくれた大切な人です。人として、どうあるべきか、思いやり、やさしさを学べた4年間でした。

【物事や人間に対する多面的な捉え方】

・いろいろな経験をして、広く「人」が見られるようになった。
・学習することの楽しさを学ぶことができたし、人と接する時に、人を見る見方が変わったと思う。気が長くなった。

・自分を含めた他者との関わり方を学ぶことができたと思う。客観的な見方を養うことができた。

・最初と今では、いろいろな人と出会って、偏見とか少し減ったかなぁ…。人に対する見方が変わった。

・少しずつ心のゆとりとか、こんな人生もありだなという、いろいろな人と接することで、楽観的な考え方が少しずつできるようになったかなぁと思う。

・何故?他にも考え方がある、など、一面ではなく、いろいろな捉え方をしようと考えるようになりました。


（出典：医学部看護学科調査）























































































